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令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
編
成
の

詳
細
に
つ
い
て
。

　
　

地
域
経
済
、
市
民
生
活
全
般
に
わ
た

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
維
持
に
配
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
の
懸
案
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

予
算
を
編
成
し
た
。
予
算
規
模
の
増
大
に

対
応
す
る
た
め
、
歳
出
削
減
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
振
興
基
金
、
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
等
の
特
定
目
的
基
金
や
、
新
制

度
へ
移
行
予
定
の
過
疎
債
、
活
用
期
限
が

延
長
と
な
っ
た
合
併
特
例
債
等
の
有
利
な

起
債
を
最
大
限
活
用
し
、
さ
ら
に
は
、
不

足
分
を
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
で
賄
う
な

ど
し
て
財
源
を
確
保
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
財
源
に
お
い
て
は
、
能
代

火
力
発
電
所
３
号
機
建
設
を
主
な
要
因
と

し
て
、
固
定
資
産
税
を
増
額
と
し
た
一
方

で
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
10
億
円
の

減
額
と
し
て
計
上
し
た
。
そ
の
主
な
要
因

は
、
市
税
増
収
と
、
令
和
２
年
の
国
勢
調

査
結
果
に
基
づ
く
人
口
減
少
の
影
響
等
を

考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
は
、
２
年
度
に
多
く
の
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
３
年
度
の
予
算
で
は
、
仮

設
診
療
所
運
営
費
等
、
継
続
的
事
業
を
中

心
に
計
上
し
、
新
た
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
感
染
拡
大
状
況
等
を
見
据
え
な
が

ら
、
随
時
補
正
予
算
等
で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

予
算
編
成
後
の
財
政
調
整
基
金
残
高
等

の
状
況
か
ら
、
よ
り
一
層
の
歳
出
削
減
、

財
政
健
全
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
改
め
て
強
く
認
識
し
た
。

　
　

北
高
跡
地
利
活
用
可
能
性
検
討
業
務

等
委
託
料
の
概
要
は
。

　
　

令
和
２
年
度
の
基
礎
調
査
に
お
い
て
、

関
連
計
画
等
の
把
握
整
理
や
、
歴
史
的
背

景
、
現
況
調
査
、
利
活
用
の
可
能
性
と
条

件
整
備
の
整
理
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
及

び
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

３
年
度
で
は
、
調
査
結
果
を
基
に
、
利
活

用
の
更
な
る
具
体
化
に
向
け
、
庁
内
検
討

会
議
で
検
証
す
る
と
と
も
に
、
必
要
と
な

る
機
能
や
管
理
運
営
体
制
等
の
調
査
を
実

施
し
、
あ
わ
せ
て
関
係
団
体
、
市
民
と
の

意
見
交
換
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し

た
い
。

　

現
時
点
で
は
、
設
計
に
係
る
詳
細
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
だ
が
、
具
体
化
に
向

け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　

東
中
跡
地
活
用
調
査
等
事
業
費
の
概

要
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
地
域
で
の
意
見
交
換
を

重
ね
、
調
整
を
進
め
て
い
る
も
の
で
、
現

在
、
東
中
跡
地
の
一
部
を
社
会
福
祉
法
人

能
代
ふ
く
し
会
の
事
業
所
で
あ
る
、
ぴ
あ

わ
ー
く
の
施
設
用
地
と
し
て
無
償
貸
付
が

決
定
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
の
着
工
、

供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
敷
地
の

一
部
で
は
あ
る
が
、
利
活
用
の
方
向
性
が

見
え
て
き
た
中
で
、
市
で
は
、
地
域
セ
ン

タ
ー
及
び
公
民
館
の
移
転
、
多
目
的
に
活

用
で
き
る
機
能
に
つ
い
て
、
た
た
き
台
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
活
用
調

査
等
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
の
意
見

交
換
を
よ
り
深
め
て
い
く
上
で
必
要
と
な

る
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
土
地
利
用
の
基
本
的

な
方
向
性
に
つ
い
て
、
専
門
的
見
地
か
ら

の
提
案
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
渡
邊
正
人
）

　
　

能
代
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
で
、
虐
待
防
止
対

策
、
業
務
継
続
計
画
及
び
感
染
症
対
策
の

強
化
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月
ま
で
の

間
は
努
力
義
務
と
し
て
い
る
が
、
長
期
間

を
要
す
る
難
し
い
も
の
な
の
か
。

　
　

期
間
は
国
が
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

多
く
の
事
業
者
は
計
画
等
を
作
成
済
み
で

あ
り
、
今
後
国
が
示
す
留
意
事
項
等
に
よ

る
調
整
等
を
行
う
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
期

間
内
で
の
対
応
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

従
業
者
が
少
な
い
な
ど
、
研
修
期
間

の
確
保
が
困
難
な
事
業
所
へ
の
対
応
は
。

　
　

各
事
業
所
内
で
の
研
修
等
の
対
応
は

大
変
で
は
あ
る
と
思
う
が
、
非
常
に
大
切

な
事
項
で
あ
る
た
め
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
市
と
し
て
は
、
事
業

者
か
ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
応
じ
る
。

　
　

高
齢
者
の
通
い
の
場
補
助
事
業
に
関

し
、
既
存
の
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
な
ど
を

実
施
す
る
団
体
等
は
補
助
対
象
と
な
る
の

か
。

　
　

活
動
内
容
は
ほ
ぼ
該
当
す
る
が
、
介

護
予
防
、
重
度
化
防
止
を
目
的
と
し
た
も
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